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【要 旨】 

 Swiss Light Sourceは、第3世代小型シンクロトロンの先陣として2001年に建設

され、先ずたんぱく質結晶用の共用ビームラインが、さらに2004年および2007

年には製薬企業の出資によりビームラインが建設された。出資企業から要望によ

り、当初データ測定の効率化を、その後メイルインサービス、施設外からの遠隔

操作、結晶化プレート内の結晶を用いた回折実験などへの対応を行った。 

 近年製薬企業が構造解析の困難な膜たんぱく質などの研究に着手する様にな

り、放射光施設での膜タンパク質の結晶化施設の整備や、得られた結晶の迅速

なデータ測定や自動化への要望が高まった。 

 上記の状況のもと我々が行ってきた、Pilatusに代表されるpixel array detector

の開発、ソフトウェアの高度化、ビームライン内の結晶化施設建設、製薬企業

との協力体制などについて紹介する。 
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